
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２３年８月２５日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１０長第９１号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２２年７月２６日 １３時２０分ごろ 

発生場所 熊本県天草市大江漁港南西方沖 

 大江港灯台から真方位２２４°３,８５０ｍ付近 

（概位 北緯３２°１７.６′ 東経１２９°５７.７′） 

事故等調査の経過  平成２２年９月２８日、本事故の調査を担当する主管調査官（長崎事務

所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 船種船名不詳、総トン数不明 

   船舶番号不明、船舶所有者等不明 

Ｂ 漁船 祥
しょう

、１トン 

ＫＭ３－２９４９１（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 Ａ 不明 

Ｂ 船長Ｂ、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 Ａ 不明 

Ｂ 軽傷１人（船長Ｂ） 

 損傷 Ａ 不明 

Ｂ 左舷船尾ブルワーク凹損、オーニング支柱曲損等 

 事故等の経過 

 

 Ｂ船は、船長Ｂが１人で乗り組み、大江漁港南西方沖で船首をほぼ南西

に向け、錨泊して一本釣り中、平成２２年７月２６日１３時２０分ごろ、

西進中のＡ船の船首部とＢ船の左舷船尾部とが衝突し、船長Ｂが転倒して

頭部打撲、頸椎捻挫を負った。 

 船長Ｂは、東方から自船に向かって接近してくるＡ船を見たとき、ふだ

んから接近してくる他船が自船を避けていたので、本事故当時もＡ船がＢ

船を避けて行くだろうと思っていた。 

衝突後、Ａ船は、そのまま航行を続けて北進し、船長Ｂは、海上保安部

に通報したのち、自力で熊本県崎津漁港へ帰港し、海上保安部の車で病院

に搬送された。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風 ほとんどなし、視界 良好 

海象：海面 平穏 

 その他の事項  Ａ船は、北進していったことから特定できなかった。 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

Ａ 不明、Ｂ あり 

Ａ 不明、Ｂ なし 

Ａ 不明、Ｂ なし 

 Ｂ船は、大江漁港南西方沖で錨泊中、西進して

いた航行中のＡ船と衝突したものと考えられる。 

 Ａ船を特定することができなかったことから、

衝突に至る状況を明らかにすることはできなかっ

た。 



原因 本事故は、大江漁港南西方沖において、Ａ船が西進中、Ｂ船が錨泊中、

両船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




